
〈
特

別

講

演

〉

華

厳

経

の

宇

宙

―
―
枠
組
み
の
な
い
、
相
互
に
反
射
す
る
泡
立
ち
―
―

序

古
代
仏
教
経
典

は
、
基
本
原
理
が
、
現
代
物
理
学

に
驚
く
ほ
ど
適
合
し
理

路
整
然
と
し

た
概
念
枠
組
み

を
与
え
て

い
る
よ
う

に
見
え
る
。
仏
教
経
典
も

現
代

物
理
学
も
複
雑
で
あ
り

。
問
題
解
決
で

は
な
く
。
想
像
力
を
か
き
た
て
、

新
し
い
も

の
の
見
方

の
可
能
性
を
切
り
開
く
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

華
厳
経

の
基
本
原
理
は
「
六
相

（
六
つ

の
型
）
」
、
及
び
「
十
玄
門
（
十
の

謎
）
」
と
し
て
知
ら
れ
、
前
者

は
現
象
論
的
経
験
の
基
本
的
範
疇
を
分
析
し
、

後
者
は
現
象
の
相
互
関
係
を
示
す
。
二
組
の
原
理
は
、
六
相
は
、
全
体
（
普

遍
）

と
部
分

（
特
殊
）
、
同
（
単
一
）
と
異
（
多
様
）
、
形

成
（
創
出
）
と
解

体
（
崩
壊
）
と
な
る
。
十
玄
門

は
、

六
つ
の
型
を
論
理
的
に
展
開

さ
せ
た
も

の
で

あ
る
。

１
　

現
象

は
同
時
か
つ
相
互
に
生
じ
る
。
［
同
時
具
足
相
応
門

］

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ハ
ン
ト

２
　

大
き
な
現
象
と
小
さ
な
現
象
が
境
界
な
く
互

い
を
包
摂
し
て
い
る
。

［
広
狭
自
在
無
礙
門
］

３
　

単
一
の
現
象
が
多
様
な
現
象
を
包
摂
し
て
い
る
。

そ
の
逆
も
同
じ
。

［
一
多
相
容
不
同
門
］

４
　

現
象

は
相
互

に
浸
透
す
る
。
「
諸
法
相
即
自
在
門
」

５
　

隠
れ
た
現
象

と
明
ら
か
な
現
象
は
一
つ
で
あ
る
。
［
隠
密
顕
了
倶
成

門
］

６
　

想
像
を
絶
す

る
微
細
な
る
も
の
が
、
そ
の
他
す

べ
て

の
現
象
と
同
じ

基
本
的
性
質
を
帯
び
て
い
る
。［
微
細
相
容
安
立
門
］

７
　

現
象
は
相
互

に
浸
透
し
反

射
し
続
け
る
。
（
「
イ

ン
ド
ラ
の
網
」
の
喩

え
）
【
因
陀
羅
網
法
界

門
】

８
　

い
か
な
る
現
象
も
他
の
い
か
な
る
現
象
よ
り
も
完
全
（
「
真
」
）
で
あ

る
こ
と
は
な
い
。
［
託

事
顕
法
生
解
門
］

１ １ 華敵経の宇宙



９
　

時
間

の
ど
の
点
（
過
去
。
現
在
、
未
来
）
も
そ
の
他
の
点
を
含
む
。

［
十
世
隔
法
異
成
門
］

1
0
　い
か
な
る
時
も
一
つ
の
現
象
が
主
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
現
象
で

も

そ
う
な
り
う
る
。
【
主
伴
円
明
具
徳
門
】

こ
の
よ
う

に
見

る
こ

と
を
表
す
と
、
「
枠
組
み

の
な
い
、
相
互

に
反
射

す

る
泡

立
ち
」
、
消
え
て

は
結
び
ゆ
く
無
限
の
「
泡
」
、
空
間
と
時
間
を
超
え
て

互

い
に
反
射
し
合

う
無
限
の
泡
で

あ
る
。
「
枠
組
み
の
な

い
」
と

は
空
間
に

お
け
る
場
所
の
よ

う
な
絶
対
的
な
基

準
点
が
無

い
、
「
相
互

に
反
射

す
る
」

と

は
す
べ
て
の
現
象
が
互

い
に
反
射
し

あ
う
、
「
泡
立
ち
」
と
は
際
限

な
く

生
じ
て

は
消
え

、
消
え
て

は
生
ず

る
と

い
う
常

に
変
わ
り
ゆ
く
流
体
で

あ
る
。

主
要

な
哲
学
的
問
題

は
、
科
学

の
時
代
よ
り
遥

か
以
前
に
考
え
ら
れ
た
古

代

の
経
典
が
、
物
質
の
世
界
を
扱
う
基
礎
物
理
学
の
最
新
理
論
の
根
本
的
な

考
え

方
に
一
致
す

る
の
は
可
能
な
の

か
。
仏
教
の
教
え
の
根
本
的
な
現
象
論

と
物

理
的
実
体
の
根
本
的
な
精
査

は
、
と
も

に
人
間
の
経
験
の
根
底
に
お
い

て

一
体
と
な
っ
て

い
る
か
ら

か
。

華
厳
経

の
三
つ
の
範
疇
と
現
代
物
理
学
の

一
致
に
お
け
る
限
界

。
そ
の
本
質

は
何
か
。

還
元
主
義
を
排
す

る

現
代
物
理
学
の
理
念
的
背
景

は
、
唯
物

論
的
還
元

主
義
よ
り
も
華
厳
経

の

六
相
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。

唯
物
論
的
還
元

主
義
は
、
自
然
界
は
究
極
的

に

運
動
す
る
物
質
に
よ
っ
て
構

成
、
決
定
さ
れ
、
少

数
の
因
果
律
で
世
界
を
完

全
に
説
明
で
き
る
と
す
る
。

全
体
論
的
か
ら
は
、
い
か
な
る
部
分
も
、
あ

る

段
階
に
お

い
て
。
あ
る
目

的
の
た
め
に
、
全
体
の
中
の
文

脈
か
ら
恩
恵
を
受

け

る
と

、
電
子
や
遺
伝
子
の
動
ぎ
は
そ
う
理
解

さ
れ
て
い
る
。

デ
カ
ル
ト
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
的
世
界
観
は
、
時
代
遅
れ
で
あ
る
。
宇
宙
は
一

個
の
時

計
の
よ
う
に
各
部
分
の
決
定
論
的
集
合
体
と
は
み

な
さ
れ
な
い
。
時

計
は
一
つ

の
ま
と
ま

り
だ
が
、
原
因

と
結
果
と
し
て
互

い

に
作
用

し
あ
う

個
々
の
異
な
る
部
品

か
ら
で
き
た
機
械
と
し
て

の
集
合
体
で
あ
る
。
科
学
的

探
究
は
、
す

べ
て
の
物
理
的
な
力
は
一
つ
の
主
要
な
力
の
一
局
面
で
あ

る
と

す
る
「
万
物

の
大
統
一
理
論
」
を
求
め
る
。
そ
の
よ
う
な
理
論
は
、
非
決
定

論
的
（
確
率
論
的
）
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
い
想
定
が
含
ま
れ
る
限
り
、

あ
る
程
度
の
「
不
完
全

さ
」
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
。

同
と
異
の
一
致

は
、
現
代
物
理
学
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
物
質

が
基
本
的

に

等
価
で

あ
り
、
両
者

は
あ
る
視
点
で
は
異
な
り
、
別
の
視
点
で

は
同
じ
で
あ

る
（
E
=
m
c
2
）
。
物
理
学
で
は
、
分
子
、
原
子
、
素
粒
子
を
個
々
の
異
な
る

時
計
の
部
品

と
は
考
え
ず
、
相
互
に
作
用
す
る
波
動
と
し
て
と
ら
え
る
。
基

本
粒
子

は
永

遠
不
滅

の
単
位
で

は
な
く
、
生
滅
を
繰
り
返
し
、
常
に
生
ま
れ

て
は
消
え
る
。

「
枠
組
み
の
な
い
、
相
互
に
反
射
す
る
泡
立
ち
」
が
、
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ッ
ク
理

論
（
二
〇
〇
四

年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
）
と
合
致
す
る
か
を
示
す

。

物
理
学
の
理
論
は
「
二
元

論
的
」
で
「
外
の
世
界
」
の
理
論
で
あ
り
、
科
学

理
論

は
時
間
空
間
内
で

の
客

観
的
な
実
体
（

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
塊
）
を
前
提
と

し
、
「
世
界
」
を
客
観

的
に
特
徴
づ
け

る
主
体
の
存
在
を
認

め
る
。
十

玄
門

の
深
い
教
え
、
華
厳
経
は
「
非

二
元
論
的
」
で
あ
り
、
主
客
は
一
つ
で

も
二

つ
で
も
な
い
。

２



相
互

の
反

射

第
三
の
玄
門
（
一
の
中

の
多
）

は
、
一
つ
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き

る
も
の
は
、
同

時
に
他
の
す
べ
て

を
含
む
。
物
理
学
で

は
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
の

塊
は
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
塊
に
よ
っ
て
力
が
強
化
さ
れ
る
。

第
四

の
玄
門
（
非

分
離
）

は
。
す

べ
て

の
現
象
は
互

い
に
浸
透
す

る
。
物

理
学
で

は
、
流
体
力

学
、
量
子
力
学

の
重
ね
合
わ
せ

の
原
理

に
お

い
て
。
他

の
波
動

の
中
を
通

り
ぬ
け
て

い
く
波
動
と
し
て
表
さ
れ
る
。
波
動
関
数
は
、

定
義
か
ら
確
率
論
的
で

あ
り
、
関
係
す
る
「
粒
子
」
の
決
定
的
な
場

は
な

い
。

量
子
力
学

の
世
界
で

は
、
分

離
さ
れ

た
単
一
の
実
体

は
存
在
せ
ず
、
波
動
が

反

復
し
干
渉
し
あ

う
場
で

あ
る
。

相
互
の
反
射

は
、
現
象

は
他
の
す

べ
て
の
現
象
を
含
む
と
同
時

に
、
そ
れ

ら
に
含
ま
れ
る
。
「
含
む
」

と
は
、
空
間
的
な
関
係

を
意
味
し
、

問
題
を
は

ら
む
。
「
グ
リ
ッ
ド
（
格
子
）
」
全
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
部
分
」
―
―
「
そ
れ

ぞ
れ
の
空
間
－
時
間
要
素
」
―
―
は
「
他
の
す
べ
て
の
部
分
と
同
じ
基
本
的

な
性
質

を
」

有
す

る
と
い
う
ウ
ィ
ル
チ

エ

。
夕
の
主
張
に
合
う
。
個
別
の
技

術
的
検
討

を
行

う
に
は
。
安
定
し

た
シ
ス
テ

ム
（
分
子
構
造
等
）
を
別
個

に

扱
え
る
。
「
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性

は
全
体

の
状
態

に
は
左
右

さ
れ
な

い
」
が
、

「
作
業

仮
説
と
し
て
十
分
で

あ
り

、
正
当
化
さ
れ
」
、
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ

る
。

「
隠
れ
た
現
象
と
明

ら
か
な
現
象
」
の
第
五

の
玄
門
も
、
波
動
、

フ
ラ

ク
タ

ル
集

合
と
一
致
し
て

い
る
。
隠
れ

た
も
の
が
別
の
点
で
明
ら

か
に
な
り
、
そ

の
逆
も
同
じ
。
干

渉
波

は
互

い
を
相
殺
し
て
「
隠
れ
る
」

が
、
わ
ず

か
に
変

化
し
た
状
況

の
も
と
で
再

び
現
れ
る
。
複
雑
系
の
理
論
で

「
創
発
（
突
然

に

現
れ
る
）
」
と
さ
れ
る
。
明
示

さ
れ
な
い
（
隠
れ

た
）
砂
は
、
砂
丘
と
な
ｈ
ソ
。

そ
の
逆
も
同

じ
。
尺
度
に
応
じ
て
異
な
る
自
然
法
則
が
作
用
す
る
が
、
下
位

の
レ
ベ
ル
の
法
則
と
異
な
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
。
下
位
の
レ
ベ
ル
の
法

則
が
別
様
に
発
展
し
た
同
じ
法
則
で
あ
る
。

泡
立
ち

古
代
仏
教
で
は
、
仏
法
の

「
非
永
統
性
」
が
強
調
さ
れ
る
。
す
べ
て
が
無

常
で

あ
り
、
実
体
の
あ
る
も
の
も
確
固
た
る
も
の
も
な

い
。
す
ぺ
て
の
も
の

は
生
じ
て
は
消
え

る
運

命
に
あ
り
、
生
成
と
消
滅
を
繰
り
返
す
。
非
二
元
論

的
な
経

験
は
、

無
限

に
泡
を
生
む
工
場

の
よ
う
で
あ
り
、
物
理
的
な
宇
宙
で

あ
る
。

第

一
の
玄

門
（
同

時
に
生
じ
る
）
は
、
あ

る
深

い
レ
ベ
ル
で
は
、
す
べ
て

の
現
象

は
関

連
し
、
統
合
さ
れ
て

い
る
。
「
緩
衝
材
」
や

「
締

め
付
け
」

に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
現
象
も
、
互

い
に
影
響
し
あ
う
。
あ
る
一
つ
の

変
化
は
、
そ
の
他
す
べ
て
の
変
化
と
な
り
う
る
。
現
象
と
現
象
の
間
に
は
堅

固
な
境
界
は
存
在
し

な
い
。
第
九
の
玄
門

は
、
相
互
の
浸
透
が
絶
え
間
な
く

続
き

、
生
じ
て
は
消
え
、
形
が
で
き
て

は
消
失
す

る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

宇
宙

と
は
全

て
を
一
つ
に
す
る
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。
物
質

を
エ
ネ
ル

ギ
ー
か
ら
分
離

さ
れ
た
一
つ
の
実
体
と
す
る
考
え
に
対
す
る
批
判
が
、
「
存

在
の
「
軽
さ
」
」
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
根
本
的
な
問
題
は
哲
学
的

で
あ

る
。
「
実
在
」
、
外

の
世
界
と
は
何

か
。
こ
れ
ま
で
の
物
理
学
で
は
、
物

質
と

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
相
違
は
、
物
質

に
質
量
が
あ
る
点
で
あ
る
が

、
現
代
物
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理
学
は
こ
の
区
別
に
疑
問
を
呈
す
。
グ
リ
ッ
ド
粒
子
（
波
動
）
よ
り
も
基
本

と
な
る
も
の
。
粒
子
が
生
成
さ
れ
消
滅
す
る
の
は
、
グ
リ
ッ
ド
の
自
発
的
活

動
に
よ
る
。
原
子
核
を
陽
子
―
中
性
子
の
関
係
か
ら
理
解
す
る
試
み
が
失
敗

し
、
「
困

惑
す

る
ほ
ど
新
し

い
変
形

し
た
不
安
定

な
世

界
が
明
ら

か
に
さ
れ

た
」
。

「
量
子
色
力
学
（
強
い
相
互
作
用
の
理
論
）
で
は
、
何
も
な
い
空
間
は
、
活

勦

が
世
界
を
形
づ
く

る
強
力
な
媒
質

だ
」
。

グ
リ
ッ
ド
が
量
子
の
活
動

か
ら

泡

立
つ
「
泡
」
で
満
ち
、
量
子

の
活
動

は
特
徴
が
あ
り
、
自
然
発
生
的
で
、

究
極
的
に
は
予
測
で
き
ず
、
現
れ
て
は
消
え
る
波
動
や
粒
子
、
泡
で
あ
る
。

「
何
も

な
い
空
間

は
、
と
ら
え
が
た

い
超
伝
導
体
で
あ
る
」
。
ど
の

エ
ー
テ
ル

が
伝
導

を
行

っ
て

い
る
の

か
わ

か
ら

な
い
（
通
常
の
超
伝
導
で
は
電
子

が
伝

導
）

が
、

ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
と

い
う
新
種
の
量
子
粒
子

や
他
に
も
た
く
さ
ん
考

え
ら
れ

る
。
華
厳
経

に
描

か
れ
る
、
際
限
の
な
い
多
種
性

を
受
け

入
れ
な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

世
界
は
、
「
無
限
の
量
子
ビ
ッ
ト
」
「
無
限
の
無
限
」
と
考
え
、
可
視
宇
宙

に
お
け

る
す

べ
て

の
原
子
以
上
で
あ
り
、
空
間
の

グ
リ
ッ
ド
は
数
え
切
れ
な

い
粒
子

で
満
ち
て

い
る
だ
け
で

な
く
、
現
れ
て
は
消
え
る
粒
子
の
波
動
、
継

続
的
か
つ
予
測
不
可

能
の
変
化

に
満

ち
て

い
る
。
華
厳
経
は
言
う
。

私

は
原
子

の
数
を
知

っ
て

い
る

私

が
歩
い
た
地
面

の
中

に

そ
し

て
、

一
つ
一

つ
の
原
子

の
中

に
見
た

土
地
の
中

の
原
子

と
同
じ

数
の
土
地

を
。

枠
組
み
が

な
い
こ

と

華
厳
経
の
「
枠
組
み

が
な
い
」
は
、
現
代
物
理
学
と
の
比
較
が
問
題

と
な

る
臨
界

点
に
達
す

る
根
本
的

な
対
比
が
あ
る
。
基
準
と
な
る
枠
組
み

が
な
け

れ
ば

、
科
学

は
不
可
能
で

あ
る
。
そ
の
枠
組
み
が
、
痕
跡
で
も
あ
れ
ば
、
悟

り
は
不
可
能
で

あ
る
。
枠
組
み

が
な

い
こ
と
と
枠
組
み
が
あ
る
こ
と
の
間
を

ど
う
結
び
付
け

れ
ぱ
よ

い
か
。

第
二
の
玄
門
（
「
大
と
小
」
に
つ
い
て
）
は
、
大
が
小
を
含
む
―
既
知
の

こ
と
卜

だ
け
で

な
く
、
小
が

大
を
含
む
。
経
験
に
そ
ぐ
わ
な
い
考
え
に
困
惑

し
、
あ
り
う
る
「
イ

メ
ー
ジ
」

を
心
に
描
こ
う
と
す
る
。
目
の
錯
覚
（
窓
枠

の
中

の
月
）
、
鏡
面
反
射

（
バ
ケ
ツ
の
水
に
映
っ
た
月
）
、
大
き
な
も
の
に
影

響
し
た
り
変
え

る
こ
と
（
バ

ク
テ
リ
ア
が
人
間
を
殺
す
）
、
成
長

（
穩

に
は

木
が
含
ま
れ
て

い
る
）
。
現

代
物
理
学
と
の
関
連
で
、
物
体
が
光
速
に
近

い

速
度
で

移
動
す

る
と
他

の
物
体

は
「
縮
ん
で
」
見
え
る
と
い
う
ア
イ
ン

シ
ュ

タ
イ

ン
の
相
対

論
的
効
果

を
想
い
起
こ
す
。

第
六
の
玄
門

（
想
像

を
絶

す
る
微
細
）
は
、
無
限
性
と
多
様
性
を
示
し

、

大
き
さ
を
想
像
で

き
ず
、
「
基
底
」
に
到
達
で
き
な
い
ほ
ど
微
細

な
も
の
。

物
理
の
世
界
で

は
、

ナ
ノ
粒
子

は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
小
さ
く
、
原
子

か
ら
、

電
子

、
陽
子

、

グ
ォ
ー
ク
、
グ
ル
オ
ン
へ
と
小

さ
く
な

る
。

ク
ォ
ー
ク
を
超

え
る
微

細
な
も
の
は
存
在
す
る
の
か
、
は
意
味
の
あ
る
疑
問

か
。

第
八
の
玄
門

も
枠

組
み

が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
特
権
的
な
地
位
、
決
定
的

に
有
利
な
地

点
は
な
い
。

フ
ラ
ク
タ
ル
の
よ
う
に
、
あ

る
も
の
が
他
の
も
の

よ
り
も
完
全
（
真
）

は
な
い
。
第
十
と
第
八
の
玄
門

は
関
連
が
あ
る
。
い
か
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な
る
点
も
究
極
的
な
特
権
が
与
え

ら
れ
な
い
な
ら

、
い
か
な
る
点
も

ど
の
時

点
で
あ
れ
特
権
が
与
え
ら
れ
る
。

ど
の
よ

う
な
も

の
も
主
要

か
つ
中

心
的
な

も
の
と
な
る
。
い

か
な
る
も
の
も
有
利

な
地

点
。
基

準
と
な
る
枠
組
み
と
な

り
う

る
。

時
間
は
物
理
的
枠
組
み
の
一
つ
で

あ
り

、
ア
イ

ン

シ
ュ

タ
イ
ン
の
相
対
性

理
論

に
ょ

っ
て
変
え
ら
れ
た
。
哲
学
者
は
「
時
間
」

に
強

い
関
心
を
示
し
て

き
た
。
実
在
論
者
的
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
的
見
方
で

は
時
間

は
実

在
し

、
物
理
的

世
界
の
現
実
的
一
側
面
で

あ
る
。

ア
イ

ン

シ
ュ
タ
イ

ン
は
時

間
空
間

を
「
客

観
的
事
実
」
、
出
来
事
を
入
れ
る
（
順
に
詰
め
て
い
く
）
容
器
と
し
た
。
カ

ン
ト
や
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
は
概
念
論
的
見
方
で

。
時
間

は
決
し
て
実
在
で
は
な

く
、
物
理
的
世
界
に
置
く
私
た
ち
の
意
識
の
基
本
構
造
で
あ
る
。
ラ
イ
プ
ニ

ッ
ツ

は
基
準
と
な
る
枠
組
み
に
反
応

し
、

ア
イ

ン

シ
ュ
タ
イ

ン
を
先
取
り
し

て
い

る
。
あ

る
出
来
事
の
絶
対
的
な
位
置

は
空
間

的
に
も

時
間
的
に
も
な
く
。

他
の
出
来
事
と
の
相
対
的
な
も
の
に
過
ぎ

な
い
。
更

に
踏
み

込
ん
だ
現
代
物

理
学
者
が
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ボ
ー
ム
で
あ
り
、
時
間
と
無
時
間
、
時
間
的
と
非

時
間
的
の
関
係
概
念

に
取
り
組
ん
だ
。
第

九
の
玄
門

は
、
い
か
な
る
時
の
場

も
他

の
す

べ
て
の
時

の
場

を
「
含
む
」
。
い
か
な
る
空
間

の
場

も
他
の
す
べ

て
の
空
間
の
場
を
含
む
、
相
互
に
反
射
す

る
と
対

を
な
す
。

ボ
ー
ム
は
「

い

か
な
る
時
間
で
あ
れ
、
時
間
全
体

が
含
ま
れ

る
」
と
す

る
。

相
対
性
理
論
で
さ
え
、
基
準
点
の
選
定

な
し

に
は
意
味

を
な
さ
な
い
。
現

代
物
理
学
に
お
け
る
究
極
の
基
準
点

と
は
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
、
真
空
で

の
光
の

速
度
、
プ
ラ

ン
ク
の
定
数
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
万
有
引
力
定
数

な
ど
で
あ
る
。

速
度

は
、
客
観
的
要
因
、
次
元
と
し
て
、
空
間
と
同
じ

く
時
間
を
前
提
と
し

て
い
る
。
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
基
準
と
な
る
枠
組
み
と
し
て
空
間
十
時
間
的

次
元
を
前
提
と
し
て
い
る
。
中
心
的
な
考
え
は
「
グ
リ
ッ
ド
」
で
。
時
間
と

空
間
を
満
た
す
。
基
準
と
な
る
枠
組
み
な
し
で
、
物
理
学

が
構
築
さ
れ
う
る

か
は
難
し

い
。
物
理
学
の
実
践
で

は
な
く
、
無
と
い
う
仏
法
の
洞
察
へ
と
入

る
（
法
界
）
。

華
厳
経

は

「
枠
組
み

が
な

い
」
と
見

る
。
絶
対

的
な
基

準
点
が

な
い
。

「
無
」
で
あ

る
。
枠
組
み
が
な
い
玄
門
で
華
厳
経
は
、
「
外

の
世
界
」
。
「
物
理

的
な
世
界
」
。
「
物
質
界
」

で
は
な
く
、
空
間
と
時
間
の
次
元
が
な
い
、
適
用

で
き

な

い
「
宇
宙
」

を
語

る
。
次
元

（
距
離
、

持
続
）
が
存

在
し
な
い
。

「
基
準
点

が
な
い
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
小

が
最
大
を
含
む
と

い
う
直
観
と

は
相

い
れ
な

い
考
え
が
明
ら
か
に
な
る
。
大
き
な
も
の
が
小
さ
な
も
の
を
含

む
の

は
、
空
間
的
指
示
枠
、
大
き
さ
に
依
存
し
て
い
る
。
仏
法
で
は
、
物
質

性
（
形

の
知
覚
）
の
喪
失
で
あ
り
、
す
べ
て
の
原
因

と
な
る
基
準
点
の
喪
失

が
導

か
れ
る
。

「
同
と
異
」

の
問
題
に
直
面
す

る
。
十
玄
門
と
現
代
物
理
学
の
枠
組
み
は
同

じ
よ
う

に
見
え
て
、
全
く
違
う
。
想
像
を
絶
す
る
微
細
な
る
も
の
で
、
強
調

さ
れ
る
点
は

「
微
細
」
よ
り
は
「
想
像
を
絶
す
る
」
で
あ
る
。
仏
法

を
「
心

に
抱
け
」
な

い
こ
と
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
。
心
に
抱
く
も

の
（
時
間
、
空
間
、

物
体
）
は
存
在
し
な
い
。
基
準
と
な
る
枠
組
み

は
な
い
。
特
定
の
大
き
さ

は

意
味
を
な
さ
な

い
。
大
き
い
か
小
さ
い
か
を
判
断

す
る
こ
と
が
で
き

る
枠
組

み
が
な
い
。
大
と
小
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

５ １ 華厳経の宇宙



二
元

論

理
論
の
根
底
に
あ
る
暗

黙
の
前
提

は
哲
学
的
二
元
論
で
あ

る
。
ウ

ィ
ル
チ

ェ
ッ
ク
は
こ
の
問
題
に
取

り
組
み

な
が
ら
、
認
識
論
的
本
質
を
理
解
し
て

い

な
い
。
「
か
な
ら
ず
そ
こ
に
」
何
か
が
あ

る
、
観
察
者
効
果
を
認
め
つ
つ
も
、

い
か
な
る

観
察

者
と
も
無
関
係

な
何
か
が
あ
る
こ
と
を

当
然
と
す

る
。
「

グ

リ
ッ
ド
」
で
あ
り
、
何
も
な
い
空
間
で

は
な
く
。
泡
立
つ
量
子

ス
ー
プ
で
あ

り
、
昔

の
理
論

「
エ
ー
テ

ル
」
に
似
て

い
る
。
ク

ォ
ー

ク
や

グ

ル
オ
ン
は

「
も
う
一
つ

の
層
」

で
は
な

い
。
こ

の
時
点
で

、
物
質
の
層
で

は
な
く
、
何

か
精
神
的

な
も

の
へ
と
変

わ
る
。
「
物
質
」

は
消
え

た
か

の
よ
う
で
あ
る
。

残
さ
れ
た
の
は
ヤ
ン
―
ミ
ル
ズ
（
標
準
モ
デ
ル
に
お
け
る
、
含
ま
れ
る
引
力

は
除
外
）
方
程
式
の
み
で

あ
る
。

ウ
ィ
ル
チ

ェ
ッ
ク
は
新
し

い
限
界
。
認
識

論
的
限
界

に
直
面

し
た
。

実
在
を
迫
究
し
見
つ
け
た
の
は
、
心
の
純
然
た
る

動

き
で

あ
る
。
客
観
的
な
実
在
と
主

観
的
な
心
は
。
こ
れ
ら
の
方
程
式
で
結

ば
れ
る

（
三
つ

め
の
数
学

的
な
実
在
を
想
定
し
な
け
れ

ば
）
。
道
元

の
「
心

と
は
、
山
で
あ
り
、
川
で

あ
り
、
大
き

な
大
地
で
あ
り
、
太
陽
で

あ
り
、
月

で

あ
り
、
星
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
私

は
は
っ
き
り
と
悟

っ
た
」

と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
、
物
理
学
者
と
し
て
、
こ
の
考
え
方
を

非
二
元
論

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
元

論
へ

の
こ
だ
わ
り
は
、

「
理
論
科

学
の
理
念
」

の
根

底
と
な
る
。
一
方
に
「
実
在
」

が
あ
り
、
も

う

一
方
に
そ
れ
を
正

確
に
映
し
出
そ
う
と
す
る
心
が
あ
る
。
哲

学
に
お
け

る
積

年
の
唯
物
論
卜
観
念
論
の
二
元
論
的
対
立
が
、
新

し
い
唯
物

論
‐

数
学
的
一

致

に
よ
り
解
決
と
す
る
が
、
ま
だ
二
元

論
で

あ
る
。

二
元

論
は
時
間
論
に
お

い
て
明

ら
か
で

あ
ｈ
ソ
、
華
厳

経
で
語
ら
れ
る
時
間

と
は
根
本
的
に
異
な
る
。

ニ
ュ

ー
ト

ン
的
な
客
観
主
義

的
視
点

に
戻

っ
て
お
り
、
「
心
が
時
間

に
必
要

な
の
で

は
な
い
。

物
理
学
者

は
受
け
入
れ
る
と
は
思

わ
な

い
（
物
理
学
の
公

式
も

）」
と
し

、
す
ぐ
後
で
、
基
準
と
な
る
枠
組
み

に
よ

る
こ
と
を
認
め
る
。

「
計
量
の
場
が
消
え
る
と
、
時
間
の
尺
度
も
な
く
な
る
」
。
華
厳
経
に
枠
組
み

が
な
い
の
は
、
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
る
。
時
間

を
「
消
し
て
し
ま
う
」
こ
と
。

踏
み
込
ん
で
困
難
に
直
面
す
る
の
が
、
ボ
ー
ム
で
あ
る
。

非
二
元

論

十
玄
門
の
「
枠
組
み
の
な
い
、
相
互
に
反
射
す
る
泡
立
ち
」
と
、
現
代
物

理
学
の
枠
組
み
の
間
に
あ
る
（
限
ら
れ
た
）
　一

致
の
意
味
を
理
解
す
る
に
は

二
つ
の
方
法

が
あ
る
。
物
理
学
か
ら
出
発
し
て
十
玄
門
を
考
え
る
か
、
十
玄

門

か
ら
出
発
し
て
物

理
学
を
考
え
る
と
い
う
方
法
で
あ

る
。
私
は
後
者
を
取

り
た
い
。

物
理
学
：
物
理
的
世
界
の
見
方
か
ら
始
め
る
。
空
間
と
時
間
に
、
い
か
な

る
場
所
に
も
有
利
な
点
が
な
い
よ
う
に
、
基
準
と
な
る
点
、
枠
組
み
を
取

り

去
る
こ
と
を
想
像
す
る
。
枠
組
み
が
な
い
世
界
で

は
。
実

体
の
あ
る
物
質

。

時
間
、
空
間
が
完
全
に
な
い
の
だ
が
、
そ
の
世
界
こ
そ
華
厳
経
の
見
方
と
い

く
ぶ
ん
一
致
す
る
。
十
玄
門
は
、
す

べ
て
の
基
準
と
な
る
点
が
取
り
除
か
れ

る
過
程
の
物
理
的
世
界
を
表
す
。
そ
う

い
っ
た
世
界
は
「
物
理
的
世
界
」
だ

ろ
う
か
。

仏
法
：
サ
マ
デ
ィ
ー
（
三
昧
）
、
瞑
想
に
お
け
る
精
神
が
完
全
に
集
中
し

た
状
態

を
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
す
べ
て
の

「
も
の
」
（
非
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二
元
論
的

に
は
「
現
象
」
）
が
生
じ
て

は
消
え
て

い
く
こ
と

に
気
を
と

め
る
。

基
準
と
な

る
枠
組
み
が
な
く
、
個
々
の
主
体
や
客
体
の
な

い
瞑
想
体
験
で
あ

る
。
仏

の
教
え

に
お
け
る
「
空
」
「
無
」

の
境
地
で

あ
る
。

い
ず
れ

の
場
合
で
も
、
基
準
と
な
る
枠
組
み
、
基
準
と
な
る
点

は
な

い
。

物

理
学
の
思
考
実
験
と
三
昧

の
説
明
は
一
致
す

る
の
か
（
な
ぜ

か
）
。
こ
の

問

い
が
、
存
在
の
二
元
論
的
理
解
か
ら
非
二
元
論
的
理
解

へ
と
移

る
鍵
と
な

る
。
物
理
学

か
ら
、
物
質
（
実
在
）
の
科
学
的
探
究
の
歴
史

的
な
論
理

に
よ

り
、
基
準

の
な

い
世
界
へ
と
導
か
れ
る
か
問
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
物
理

学

は
究
極

の
と
こ
ろ
自
己
を
破
壊
し
て
い
る
。

現
代

科
学
は
統
合

に
向

か
っ
て

い
る
。
「

ナ
ノ
科

学
」

が
、
必

然
的
な
学

際
性
、
集
束
的
な
性
質
を
表
す
。

統
合
は
、
多
様
な
人
間
中

心
の
考
え
方
を

「
外

の
世
界

」
の
説
明

に
必
要

な
最
小

限

に
減
ら

し
、
次
第
に
解
き
放
つ
。

仏
教

の
瞑

想
は
、
こ
の
統
合
の
道
を
さ
ら

に
一
歩
進
ん
で

い
る
。

多
様
な
感

覚

経
験
の
現
象

を
解
き
放
つ
こ
と
で
統
一
を
達
成
し
、
最
小

限
の
も
の
す

ら

取

り
除
く
。

結
論

解
き

放
つ
こ
と

の
最
後

は
。
科
学
か
ら
仏
法
へ
、
二
元

論
か
ら
非

二
元

論

へ
。
最
小

の
枠
組
み

か
ら
枠
組
み
を
な
く
す
こ
と
へ
、
基
盤
か
ら
無
基
盤
へ
、

永

続
す

る
漸
近
的
不
完
全
さ
か
ら
絶
対
的
完
全
さ
へ
、
主
と
客
の
状
態
か
ら

主
客

の
状
態
へ
、
一
つ
で
も
な
く
二
つ
で
も
な
い
（
法
界
）
。

主
と
客

は
、
ど
の
点

に
お
い
て
も
互
い

に
対
立
す
る
よ
う
に
見
え

、
そ

れ

で

い
て

一
つ
に
ま
と
ま

っ
て
お
り
。
相
反
す
る
統
合
で
あ
る
。
最

後
は
。
西

田

幾

多

郎

に

委

ね

よ

う

。
「
絶

対

矛

盾

的

自

己

同

一
の

論

理

は

論

理

で

は

な

い
と

言

う
人

が

い
る

。

単

に
宗

教

的

経

験

に
過

ぎ

な

い

の
だ

と

。

私

は

そ

の

人

々

に
問

い

た

い
、

論

理

と

は
何

で

あ

る
か

」
。

（
英

国

Ｓ
ｔ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｙ
’ｓ

　
Ｕ
ｎ
ｉｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉｔｙ
　
Ｃ
ｏ
ｌｌｅ
ｇ
ｅ

哲

学

・
神

学

・
史

学

部

教

授
）

（
邦

訳

・
部

分

東

京

家

政

学

院

大
学

（
前

静

岡

県

立

大

学
）
・
松

田

正

己

教

授

、

東
北
大
学
・
江
藤
裕
之
准
教
授
）

７ １ 華厳経の宇宙
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